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論 文 内 容 の 要 旨 
 小型ほ乳類の繁殖生態に関する詳細な研究は限られている。本論文は、ヒメネズミ (Apodemus argenteus) の
個体群動態や繁殖生態について、長野県浅間山山麓のカラマツ人工林とミズナラ自然林からなる約調査地で、
1997～2000年の４年間、成獣の個体識別を行い研究したものである。 
 その結果、①同一個体群内において、本種の繁殖期は、年により一山型と二山型の変異を示すこと、②この
繁殖期の年変異には、個体群密度の変化とそれにともなう繁殖巣を巡る雌同士の競争圧の変化が関係している
こと、③本種の繁殖システムは、従来示唆されてきた真の一夫一妻ではなく、メスの集団行動の変異に伴い、
ペア型・単雄複雌型・複雄複雌型等の集団内変異を示すこと、④オスの繁殖成功度は、その体サイズによって
影響を受けること、⑤生息地の森林タイプと巣箱周辺部の果実木の現存量が、繁殖期のメスの空間分布に影響
を与えていること、⑥メスの空間分布は、オスの空間分布や繁殖システムに影響を与えていること、⑦本種の
雌は、生息地の飽和度や自身のコンディションに応じて、一度に生み出す仔の質や娘の数を操作していること、
等が明らかになった。そして、本種の繁殖行動に見られる集団内変異の多くが、生息地の環境変動に伴う生息
密度の急激な変化と餌環境の変化に柔軟に対応した結果であることを示した。さらに、不安定な環境下に生息
する一夫多妻制の種では、雌に比べ雄の生涯繁殖成功度が低くなると予測し、低飽和な生息地において出生性
比がメスに偏った性配分を示す多くの小型哺乳類に適応可能な新たな仮説“Safe Bet Hypothesis（堅実な賭仮
説）”を提唱すると共に、予測不可能な不安定な環境に生息する多産性小哺乳類の仔への性配分が、より大型で
少産性の種と根本的に異なることを示した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 野外における社会構造とその動態の詳細が明らかにされた小型哺乳類の例は限られる。本研究は小型齧歯類
ヒメネズミを個体識別し、長期間に渡りその個体群動態および婚姻形態の動態、さらに子供の出生性比につい
て研究したものである。 
 本研究により、主食となるドングリ類の生産量の年変動に伴い、個体数および個体密度は年により大きく変
動すること、それに伴い婚姻形態は、低密度状況下で一夫一妻が、高密度下では一夫多妻が頻繁に現れること
が明らかにされた。さらに餌が豊富で個体密度の少ない状況（低飽和）では出生性比は雄に、逆に個体数が多
く餌の少ない状況（高飽和）下では、雌に偏ることが見いだされた。 
 ほ乳類の雌が、体調や社会的地位により、子供の出生性比を変化させる現象は、主に安定的な一夫多妻の種
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で研究され、トリバース・ウィラード仮説で説明されてきた。本研究では、出生性比の偏りは飽和度に対応し
変化しており、それは母親の繁殖成功を高めることにつながると考えられ、「堅実な賭仮説 (Safe Bet 
Hypothesis)」が提唱された。この仮説は従来のものとは大きく異なり、本種の出生性比の動態をうまく説明し
ている。 
 小型齧歯類のいくつかで、雌による出生性比の操作が報告されているが、これらの多くでは、個体群密度は
大きく変動することが知られている。本研究で提唱された「堅実な賭仮説」は、これら小型哺乳類での出生性
比のパターンともいくつかの面で合致しており、このこともこの仮説の妥当性を支持していると言える。 
 本研究は、ヒメネズミの個体群動態を解明し、かつ小型哺乳類の出生性比について新たな仮説を提唱したも
のである。これは、小型哺乳類の繁殖生態に関する行動生態学への貢献は極めて大きいと評価できる。以上よ
り、本研究は博士（理学）の学位を授与するに十分に値するものと審査した。 
